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ミネラルウォーター 
違いは硬度にあり！ 
　硬度とは、ミネラルの主成分で
あるカルシウムとマグネシウムの含

有量を数値化したもの。量が少

ない（硬度が低い）ものを軟水、

多い（硬度の高い）ものを硬水と

いいます。日本の水はほとんどが

軟水なのに対して、外国産の多く

は硬水です。 

●軟水（硬度100以下） 
日本人が最もおいしく感じる水は、

硬度50ぐらいの軟水。口当たりが

よくて飲みやすいのですが、ミネラ

ル補給には向きません。ご飯をふ

っくら炊き上げる軟水は、だしの

味を生かす日本料理にもぴったり。

肉じゃがなどの煮込み料理にも

合いますし、お茶を入れるのも軟

水が向いています。 

●中軟水（硬度101～300） 
軟水と硬水の中間の性質を持つ

水です。飲みやすく、料理やお茶

といった用途にも使え、ミネラル補

給も期待できます。スジ肉を煮込

むような洋風料理と相性がよく、

肉や野菜をシャキっと仕上げるの

で、しゃぶしゃぶなどの鍋物にも

向いています。深煎りの豆を使っ

てコーヒーを入れるときも、中軟水

がおすすめです。 

●硬水（硬度301以上） 
カルシウムが多い水は舌に重く、

マグネシウムが多いと苦味を感じ

ます。ミネラルをたっぷり補給でき

る硬水は、慣れない人には飲み

にくい水です。料理やお茶の用

途にも向きません。硬水は健康の

ために飲む水といえます。味わい

は水に含まれるミネラルバランスに

よって変わります。 

　好みに合った水を探してみては。 

自然の中で自然体で過ごす
都会のオアシスで 
心の休息を 
　都会の中にも目線を変えると季

節を感じられるものが隠れている。

その最たるものが公園。一歩足を

踏み入れると、ランニング、木陰で

居眠り、ラジカセを持ってきてダンス、

芝生に寝そべって日光浴を楽しむ

など、思い思いの時間の過ごし方

をしている人たちの姿が目に入る。

ちょっと視点を変えると、そんなマ

ンウォッチングだけでも面白い。 

　また、花や緑が美しい季節だけ

でなく、冬は冬芽を見るなどが楽し

めるのも、自然が多い公園ならでは。

そんな小さな発見をデジカメでパ

シャリ！…すると充実した気分に。 

爽やかな風と優しい木漏れ日を肌

で感じながらお気に入りのドリンク

やお弁当を持って、大好きな読書

に没頭したり、サイクリングを楽し

んだり仕事のことも忘れて何も考

えずにただただゆったりとした時

間を過ごすのもいい。 

　「何かしよう」と思うよりも、そん

なのんびりとした何もしない時間

の方が、贅沢な時間の過ごし方だ

と思わせてくれる。我が家の庭の

ように使える、居心地のいいお気

に入りの公園を探してみてはいか

が？ 

（2004年7月「モム」より） 

賢い自動車保険の 
入り方とは 
　金銭面（補
償）だけでなく、あ

らゆる車のトラブル

に備えられる、それ

も重要です。保険金さえ支

払われれば安心。果たしてそ

うでしょうか？ 

　たとえば、無保険者に追突

された場合等の100％被害事

故の場合などは、示談交渉サ

ービス付の保険でも、弁護士

法の関係で、保険会社は示談

交渉できません。 

　「ぴたっとくん」なら、そ

のような場合の弁護士費用支

払に加え、日弁連弁護士紹介

サービス（当社独自）が付い

ていて安心です。さらに、「セ

ットで割引」には、バッテリ

ーあがりやキー閉じ込み等の

ロードサービスもセットされ

ているので故障時も安心です。 

　「ぴたっとくん」について

の詳細はお問い合わせください。 


